
 32 

マキアベェッリ Machiavelli 1469～1527 
 

イタリアの政治思想家。正式の名はニッコロ・ベルナルド・マキアヴェッリ。 

1469 年にフィレンツェで生まれる。家系はトスカナ地方の貴族であり、父は学問好きの法律家であ

った。人文主義の伝統があるフィレンツェに生活した彼は、幼少の頃からラテン語の学習に励み、ロー

マの古典を好んだという。読書の蓄積と研究の修行時代を経て、29 歳でフィレンツェ政庁書記官(官僚)

となり、以後 15 年間、現実政治のなかで外交と軍事にたずさわった。 

イタリア諸都市を含めフランス､ドイツ、スイスで活躍したマキアヴェッリは、33 歳のとき、当時ロ

マーニャ征服を開始しフィレンツェを脅かしつつあったチェーザレ・ボルジアと交渉し、ボルジアの途

方もない人物像に魅了されてしまう。彼はそこに都市国家を超えたイタリア統一の君主を見出したこと

になるが、翌年、ボルジアは、父親で後ろ盾となっていた教皇アレッサンドロ６世の急死により失脚す

る。その後、教皇ユリウス２世は、教皇権によるイタリア統一を企図し、各都市国家やフランス、ドイ

ツと合従連衡を繰り返した。フィレンツェではメディチ家が実権を握っており、1512 年、マキアヴェッ

リは反メディチ家陰謀の疑いで免職され、翌年投獄された。恩赦で釈放された後は、彼は近郊のサンタ

ンドレアの山荘に引きこもり、『君主論』『政略論』など主著を著した。その後も執筆活動を続け『マン

ドラーゴラ』などの諷刺喜劇を執筆し人気を博する一方で、『フィレンツェ史』の執筆も進めた。 

1520 年代に入ると、イタリアに列強が進入するいわゆる「イタリア戦争」が起こり、マキアヴェッ

リは城壁防衛委員となるも、フィレンツェ内部の暴動により罷免され、翌 1527 年に死亡した。 

 

Great Books 18  君主論(Il principe) 
 

本書は 26 章からなる君主教育論で、1513 年に完成(ロレンツォ・メディチへの献辞と最終 26 章にメ

ディチ家への意見を述べた章を除く)されたが、公刊されたのはマキアヴェッリの死後の 1532年であり、

当初は写本により知友の間に回覧されるにとどまった。 

１章から 11 章までは、世襲ではない新君主の君主国について語った章である。君主自身の軍隊と能

力(ヴィルトゥー)でよって得られた君主国ではなく、他者(他国)の軍隊と幸運(フォルトゥーナ)によっ

て得られた君主国について提言する。次いで 12 章及び 13 章では、傭兵軍・自国軍などの軍隊の長所や

短所を分析し、結論として、君主は自分の軍隊を持つべきであるとした。14 章から 24 章までは、ある

べき新君主の姿勢と行動を提示する。君主は鷹揚であるという評判を得ようとすると強欲になるので、

吝嗇であるほうがよく、愛されるより恐れられる君主の方が望ましいとした。例としてチェーザレ・ボ

ルジアが挙げられ、彼の残酷さがロマーニャに統一をもたらし平和を回復したと結論し、人間は恩知ら

ずで独善的であるから優しくすればつけ上がり、逆に恐れは安定を生むと説いた。このように、ここで

はこうした新君主が持つべき能力(ヴィルトゥー)の具体例が散りばめられている。25 章では、幸運を自

らに引き込まなかったために失脚したチェーザレ・ボルジアを念頭におきながら、君主は幸運(フォル

トゥーナ)を自身で捉えることが必要だと説く。そして最終章の 26 章では、イタリアに侵入する蛮族を

解放できるのは、メディチ家をおいて他はないと記述している。 

本書の主な特徴は、①よい権力悪い権力の区別をせず、そこに存在している権力を考察する。②名君

と暴君という王の区別をしていない。③政治学と倫理学を関連づけて考察していない。④君主の最大の

課題は軍事問題であるとしたことなどである。 

こうした特徴は、マキアヴェッリが自ら生きたルネッサンス末期のイタリアの政治及び文化状況を分

析したという事実を示している。倫理の規範としてではなく現実政治から政治を考える彼の観点は、近

代的な国家観や政治学の出発点とされている。 

 
Key Phrase  武装せる預言者はみな勝利をおさめ、備えのない預言者は滅びる 

武装せる預言者はみな勝利をおさめ、備えのない預言者は滅びるのだ。それは、先に述べた理由のほかに、

民衆の気質が変わりやすいこと、そのことにもよる。つまり、民衆に何かを説得するのは簡単だが、説得の

ままの状態に民衆をつなぎとめておくのがむずかしい。そこで、人びとはことばを聞かなくなったら、力で

もって信じさせるように、策を立てなければならない。 

＜池田廉(訳)『マキァヴェッリ全集１』「君主論」第６章 筑摩書房＞ 



 33 

※1494 年、フィレンツェにフランス軍が迫ると、市民は修道士サヴォナローラの共和制に基づく神権政治を

選択した。しかしこの狂信的な聖職者は教皇によって破門され、異端の罪で火刑にされた。マキアヴェッ

リは神の栄光と政治の悲劇を観察して考える。人々の魂の改革だけで政治の改革を期待することはむずか

しい。そして、成功のためにはあらゆる政治的・軍事的手段の行使が必要であり、政治は宗教に奉仕する

のではなく合目的的な論理に従うべきだと、結論づけるのである。 
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